ディベートを用いたアクティブラーニングの試み　―国際コース1年前期「基礎演習」での取組― by 呉, 宣児 et al.





アクティブラーニング ディベート式 プレゼンテーション 深い学び 個人課題 集団






























ジョナサン,2014; 溝上,2014; 松下,2015; 文部科学省,2014; ダネル,2014など）。 
 アクティブラーニングの戦略としてよくあげられるのが PBL である。西欧諸国における










い取組を試みることとなった。                                                                                                                                                               














 基礎演習Ⅰは、K 大学 1 年全体の前期の必修科目であり、大学での学修のための基本を
学ぶという目標は全学共通であるが、その素材やアプローチは各コースの特性に合わせて
少しずつ異なっている。2015 年度国際コースの基礎演習Ⅰの受講生は 65 名（1 ゼミ 13 人
で、計 5 ゼミ）であり、授業の内容は、表 1 のように構成されている。高校から大学へ環
境移行したばかりの 1 年生はまだ友達関係が十分に築けていない点を考慮し、まずは各ゼ
ミの 13 人で慣れてから、徐々に 65 名の合同ゼミにも慣れるように順序づけられている。
Mar. 2016 ディベートを用いたアクティブラーニングの試み 129 
前半 5～6 回の個別ゼミでは、本の読み方、レポートの書き方など基本を学んだあと、第 8








 表１ 国際コースの基礎演習Ⅰの内容構成 (2015 年度) 





5 合同ゼミ 友だちづくりワークショップ 体育館でコース1年全員と上級生が参加
6 個別ゼミ レポートの書き方 ワークあり
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表 3 準備過程の流れ 



































































































表 4 ディベート当日の流れ 




























       
         図 1 大会のイメージを知らせるポスター 
 
 一つのゼミが二つの班（賛成班と反対班）に分かれたので、一つのグループは 6 人か 7
人構成である。準備段階のミニ体験の結果、ディベートを行うときには、椅子とテーブル
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 4-1 ディベート当事者の感想 
本節では、ディベート終了直後のディベート当事者の学生たちの感想をそのまま載せる。
学生たちには、ディベート終了後 3 日以内に各自の感想を担当教員に E メールで送るよう
求めた。担当教員は、賛成班・反対班両方の感想をまとめて、次の週の授業時間に配布し、
互いの感想も共有するようにした。 
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った内容が書かれている。 
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味で行った（図 2～図 11 参照）。 
 
   
図 2 準備時間が短くて大変だったか   図 3 テーマ内容が難しくて大変だったか 
   
図 4 4-5 週間もやって飽きたか    図 5 自分の班のテーマについて勉強になったか 
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図 6 相手班のテーマについて勉強になったか 図 7 来年も続けた方が良いか 
   
図 8 2 年の時も続けた方が良いか      図 9 班で仲良くなったか 
   
図 10 楽しかったか            図 11 充実した時間だったか 
 
アンケートで聞いた項目は、1. 内容が難しくて大変だったか、2. 準備期間が短くて大
変だったか、3. 4〜5 週間もやって飽きたか、4. 自分のチームのテーマについて勉強に
なったか、5. 他ゼミのテーマについて勉強になったか、6. 来年の 1 年生もやるべきか、
7. 2 年生になった時もやりたいか、8. ゼミの友達と仲よくなったか、9. 楽しかったか、
10．充実した時間であったか、の 10 項目である。 





















これらをふまえ、本節では、2015 年度の 1 年生に新しく取り組んだディベート式プレゼ
ンテーション大会が持つ意味やアクティブラーニングの実践としての位置づけについて考
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During the spring semester of 2015, we conducted six-week long active learning 
classes, "debate style of presentation contest", for the first-year students (13 students*5 
seminars=65 students in all) of International Course at Kyoai Gakuen University. This 
article aims to reflect on the active learning experiment, review the process of education 
practice, and summarize the feedbacks and evaluation from the students. According to 
the survey, in the beginning, most students were confused about how it worked, and 
thus teamwork did not go smoothly within the group. However, later on as they did 
more research by themselves and worked together more while talking with each other, 
relationships within groups improved and comprehension of the study deepened. 
Students also said that they gained a variety of perspectives through the presentations 
and debate from other groups, and had the sense of achievement. On the other hand, 
there were also negative feedbacks from about 5-10% of the students. The first year 
students had not established mature friendship at the university life, as they just 
graduated from high school. Therefore it is of great significance at such a stage to take 
the active learning experiment on them with various practices such as researching, 
understanding, logical thinking, presentation, debate, and cooperation. Through the 
experiment we realized the necessity to review our teaching approach and expand active 
learning initiatives. Meanwhile, we felt obligated to deal with the negative feedbacks 
from the 10% of the students. 
